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は
じ
め
に
 
 

前
回
は
ド
イ
ツ
の
医
師
免
許
規
則
の
中
か
ら
、
四
回
 
 
 

行
わ
れ
る
医
師
国
家
試
験
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
紹
介
 
 
 

し
た
が
、
医
師
免
許
を
取
得
す
る
に
は
、
日
本
よ
り
厳
 
 

し
い
関
門
が
あ
る
こ
と
に
驚
か
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
 
 

今
回
は
、
医
師
免
許
規
則
に
示
さ
れ
て
い
る
卒
前
教
 
 
 

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
日
本
 
 
 

に
は
ド
イ
ツ
の
影
響
が
強
く
残
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
 
 
 

る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
う
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
現
 
 
 

在
の
ド
イ
ツ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
比
較
し
て
み
て
下
さ
 
 

＼
 
○
 
 

－
∨
 
 卒

前
医
学
教
育
の
柱
 
 
 

医
師
免
許
規
則
に
よ
る
と
、
免
許
取
得
ま
で
の
教
育
 
 
 

は
次
の
六
項
目
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 
 

①
 
大
学
で
の
六
年
間
の
医
学
教
育
。
最
終
学
年
【
六
 
 

年
生
】
は
病
院
に
お
け
る
四
人
週
問
の
実
地
教
育
と
な
 
 
 

る
。
 
 
 

②
 
学
部
数
出
‖
を
終
え
た
あ
と
、
実
地
研
修
医
師
（
A
I
N
t
 
 

i
コ
コ
醇
t
i
k
u
ヨ
、
鳥
と
し
て
一
八
ケ
月
の
卒
後
初
期
研
 
 

に
。
 
 

③
 
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
（
E
邑
e
岩
見
 
の
教
育
。
 
 

④
 
二
ケ
月
の
患
者
看
護
業
務
。
 
 

⑤
 
四
ケ
月
の
フ
ァ
ム
ラ
ツ
ー
ル
F
a
ヨ
u
－
a
t
≡
二
病
院
や
 
 

社
会
で
の
医
学
研
修
）
。
 
 

⑥
 
四
回
の
医
師
同
家
試
験
。
 
 
 

a
．
医
師
前
期
試
験
∵
」
れ
は
入
学
後
二
年
経
過
す
る
 
 

と
受
験
で
き
る
。
 
 

b
．
医
師
試
験
第
一
部
‥
医
師
前
期
試
験
合
格
 
 

後
、
一
年
間
の
勉
学
を
終
え
る
と
受
験
で
 
 

き
る
。
 
 

C
．
医
師
試
験
第
二
部
‥
医
師
前
期
試
験
合
格
 
 

後
、
三
年
間
の
勉
学
を
終
え
る
と
受
験
で
 
 

き
る
が
、
医
師
試
験
第
一
部
に
合
格
し
て
 
 

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

d
．
医
師
試
験
第
三
部
‥
医
師
試
験
第
二
都
合
 
 

格
後
、
一
年
間
の
勉
学
の
後
に
受
験
で
き
 
 

る
。
 
 

ド
イ
ツ
の
大
学
は
二
学
期
制
で
、
授
業
講
義
や
 
 
 

実
習
）
な
ど
の
一
般
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
四
月
か
ら
六
 
 
 

月
、
一
〇
月
か
ら
一
月
の
期
間
に
行
わ
れ
る
。
他
 
 
 

方
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
、
患
者
看
護
業
務
、
 
 

フ
ァ
ム
ラ
ツ
ー
ル
の
よ
う
な
特
殊
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
医
 
 
 

師
国
家
試
験
は
、
い
ず
れ
も
授
業
の
な
い
時
期
に
実
施
 
 
 

さ
れ
る
。
 
 

特
殊
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
 
 

（
－
）
 
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
の
教
育
 
 

フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
は
医
師
前
期
試
験
の
申
講
前
 
 

図1 看譲葉務に従事した言正明書   
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（
2
）
 
患
者
看
護
業
預
 
 

ニ
ケ
月
間
の
患
者
看
護
染
務
は
、
医
学
の
学
習
を
始
 
 
 

め
る
前
、
ま
た
は
医
師
前
期
試
験
の
前
で
授
業
の
な
い
 
 
 

期
間
に
病
院
で
行
う
。
こ
れ
は
病
院
と
い
う
組
織
に
導
 
 
 

き
入
れ
て
、
患
者
看
護
の
通
常
業
務
を
習
熟
さ
せ
る
こ
 
 

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
基
礎
知
識
と
 
 
 

実
技
能
力
が
教
え
ら
れ
る
。
証
明
書
は
、
ド
イ
ツ
赤
十
 
 
 

字
な
ど
四
つ
の
救
急
業
務
を
扱
う
機
関
に
よ
る
も
の
と
 
 
 

な
っ
て
い
る
が
、
管
轄
官
庁
が
そ
の
適
性
を
認
め
た
組
 
 
 

織
が
出
す
証
明
訣
じ
で
も
よ
い
。
 
 

ファムラツールに従事した証明書  図2   

（
3
）
 
フ
ァ
ム
ラ
ツ
ー
ル
 
 

四
ケ
月
の
フ
ァ
ム
ラ
ツ
ー
ル
は
、
医
師
前
期
試
験
合
 
 

格
か
ら
医
師
試
験
第
二
部
の
受
験
ま
で
の
間
に
行
う
。
 
 

受
験
に
は
証
明
書
が
必
要
で
あ
る
 
（
図
2
）
。
公
衆
、
職
 
 

場
、
診
療
所
お
よ
び
病
院
に
お
け
る
医
師
の
活
動
を
習
 
 

得
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
形
 
 
 

で
学
ぶ
。
 
 

①
一
ケ
月
間
を
 
 

（
A
）
 
医
師
の
指
導
の
下
に
、
 
 

a
．
公
衆
の
保
健
医
療
、
青
少
年
援
護
、
社
会
援
護
、
 
 

労
働
局
、
福
祉
局
ま
た
は
営
業
監
察
。
 
 

b
．
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、
ま
た
は
健
康
保
険
審
 
 

査
医
の
業
務
を
含
む
医
学
的
鑑
定
。
 
 

C
．
刑
務
所
。
 
 

d
．
産
業
医
の
施
設
。
 
 

e
．
連
邦
国
防
軍
の
部
隊
医
務
施
設
。
 
 

（
B
）
 
医
師
の
診
療
所
。
 
 

②
二
ケ
月
を
病
院
。
 
 

③
一
ケ
月
を
前
記
㈹
と
②
に
該
当
す
る
施
設
で
。
 
 

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
受
験
に
は
証
明
書
が
必
要
で
 
 

あ
る
 
（
図
1
）
。
【
日
本
で
も
ド
イ
ツ
の
こ
の
制
度
を
真
 
 

似
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
期
間
も
短
く
、
業
務
 
 

で
な
く
見
学
実
習
的
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
】
 
 

一
般
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
 
 
 

以
下
の
詳
細
な
解
説
は
、
医
師
免
許
規
則
の
条
文
に
 
 

《
実
習
と
ク
ル
ズ
ス
》
 
 

こ
れ
ら
で
は
実
際
を
観
察
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
材
の
関
係
で
必
要
な
と
き
は
、
 
 

小
グ
ル
ー
プ
で
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
床
実
 
 

習
の
分
野
で
は
、
患
者
に
つ
い
て
教
育
す
る
こ
と
が
優
 
 

先
す
る
。
患
者
に
つ
い
て
直
接
教
育
を
受
け
る
学
生
は
 
 

少
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
の
教
 
 
 

育
で
は
、
学
生
数
は
原
則
と
し
て
五
名
を
超
え
て
は
な
 
 
 

ら
な
い
。
実
務
的
技
能
と
能
力
を
習
得
す
る
の
に
必
要
 
 

で
あ
れ
ば
、
学
生
に
自
ら
患
者
を
扱
う
機
会
を
与
え
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
に
よ
っ
て
患
者
に
耐
え
が
た
 
 

い
負
担
を
か
け
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

教
育
は
、
そ
の
必
要
が
な
け
れ
ば
、
個
々
の
専
門
領
域
 
 
 

に
立
ち
入
ら
な
い
で
、
も
っ
と
広
い
立
場
で
行
わ
れ
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

《
セ
ミ
ナ
ー
》
 
 

講
義
と
実
習
で
教
え
た
教
材
を
、
さ
ら
に
深
く
、
ま
 
 

た
応
用
で
き
る
よ
う
に
討
論
（
論
究
）
 
さ
れ
な
け
れ
ば
 
 

な
ら
な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
重
要
な
医
学
的
 
 

（
1
）
一
般
の
授
業
 
 

大
学
で
の
教
育
は
、
系
統
的
な
講
義
の
ほ
か
に
、
実
 
 
 

習
、
ク
ル
ズ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
 
 

記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
の
理
念
と
実
際
を
理
解
す
 
 

る
の
に
役
立
つ
内
容
で
あ
る
。
 
 

64  



㌣且旦夕O只T’  

関
連
性
、
と
く
に
基
礎
と
臨
床
の
教
材
を
は
っ
き
り
と
 
 
 

関
連
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
患
者
を
呈
示
 
 
 

す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
一
組
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
 
 
 

る
学
生
数
は
二
〇
名
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

実
習
、
ク
ル
ズ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
に
規
則
正
し
く
参
加
 
 

し
、
成
果
を
お
さ
め
た
こ
と
を
、
添
付
の
証
明
再
 
（
図
 
 

3
）
形
式
で
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
2
）
学
部
最
終
学
年
 
（
第
六
学
年
）
 
に
実
施
さ
れ
る
 
 

実
地
教
育
（
p
「
箕
訂
c
h
e
＞
u
s
b
ニ
d
u
⊃
g
）
（
い
わ
ゆ
る
イ
 
 

ン
タ
ー
ン
）
 
 

医
師
試
験
第
二
部
に
合
格
し
た
後
、
つ
ま
り
学
部
の
 
 
 

最
終
学
年
に
病
院
で
実
地
教
育
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
 
 
 

は
、
下
記
の
三
科
目
で
一
六
週
間
ず
つ
行
わ
れ
る
。
 
 図3 実習、クルズス、セミナーに参加した証明書  

相
当
し
て
、
教
育
担
当
医
師
の
指
導
、
監
督
お
よ
び
責
 
 
 

任
の
も
と
に
、
与
え
ら
れ
た
医
学
的
仕
事
を
実
施
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
は
週
目
全
て
を
、
フ
ル
タ
イ
 
 
 

ム
を
原
則
と
し
て
病
室
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
 
 
 

育
に
は
、
薬
物
治
療
や
臨
床
病
理
学
的
相
談
を
含
む
臨
 
 

床
相
談
に
学
生
が
参
加
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。
規
則
 
 

通
り
の
教
育
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学
生
数
と
提
供
で
 
 

き
る
ベ
ッ
ド
数
は
適
切
な
割
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

学
生
は
そ
の
教
育
に
役
立
た
な
い
業
務
を
さ
せ
ら
れ
て
 
 
 

は
な
ら
な
い
。
 
 

規
則
正
し
く
教
育
を
受
け
た
こ
と
は
、
医
師
試
験
第
 
 

三
部
の
申
請
の
さ
い
に
、
書
式
に
示
し
た
証
明
書
形
式
 
 

で
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

①
 
内
科
 
 

②
 
外
科
 
 

③
 
上
記
以
外
の
臨
床
の
一
科
を
選
択
 
 
 

こ
の
教
育
は
大
学
痛
院
、
ま
た
は
大
学
 
 

が
指
定
し
、
管
轄
の
保
健
医
療
官
庁
も
認
 
 
 

め
る
病
院
で
実
施
さ
れ
る
。
合
計
二
〇
日
 
 
 

ま
で
の
欠
席
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

教
育
中
は
病
床
が
教
育
の
中
心
と
な
る
 
 

が
、
学
生
は
そ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
医
学
 
 
 

知
識
と
能
力
を
深
め
、
広
げ
な
け
れ
ば
な
 
 
 

ら
な
い
。
学
生
は
そ
れ
ら
を
個
々
の
症
例
 
 

に
応
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
目
 
 
 

的
の
た
め
に
、
学
生
は
そ
の
教
育
程
度
に
 
 

Ⅰ． t．医学の自然科学的基礎  

l．】 医学生のための物理実習  

1，2  医学生のための化学実習  

1．3  医学生のための生物学実習  

2．生理学実習  

3．生化学実習  

4．マクロ解剖学のクルズス  

5．ミクロ僻剖学のクルズス  

6．医学心理学のクルズス  

以上の時間数合計は少なくとも  

いずれも臨床とのl軋連において  

7．生理学セミナー  

S．生化学セミナー  

9．耶剖学セミナー  

以上の時間数合計は少なくとも  

Ⅲ．l．臨床医学入門のための実習（患者診察をともなう）   

《
大
学
外
の
病
院
で
実
施
す
る
場
合
の
条
件
》
 
 

大
学
外
の
病
院
に
お
け
る
第
六
学
年
の
実
地
教
育
の
 
 
 

場
合
に
は
、
教
育
の
行
わ
れ
る
部
局
に
、
医
療
と
教
育
 
 
 

任
務
に
対
す
る
十
分
な
数
の
医
師
が
確
保
さ
れ
て
い
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
薬
物
治
療
や
臨
床
病
理
 
 

学
的
相
談
を
含
む
規
則
正
し
い
臨
床
相
談
、
な
ら
び
に
 
 
 

病
押
医
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
 
 
 

な
ら
な
い
。
内
科
と
外
科
の
領
域
で
の
教
育
の
た
め
に
 
 
 

は
、
最
低
八
〇
床
を
持
っ
て
い
る
科
だ
け
が
適
し
て
い
 
 
 

る
。
こ
れ
ら
の
科
の
ほ
か
に
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
 
 

神
経
科
、
放
射
線
科
、
放
射
線
診
断
ま
た
は
放
射
線
治
 
 

療
を
担
当
す
る
医
師
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
が
確
保
 
 

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

実
地
教
育
の
実
施
に
は
、
病
院
は
教
育
に
必
要
な
以
 
 

480  

時間数は少なくとも  

2．職業領域について学ぶ実習   

時間数は少なくとも   

医学用語の実習   

時間数は少なくとも  

Ⅲ．  

泰1医師前期試験の受験に必要な実習、クルズス、セミナー  
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下
の
設
備
も
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

の
能
力
の
あ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
部
門
。
 
 

①
尊
門
図
書
室
。
 
 

③
病
理
解
剖
主
任
。
 
 

④
能
力
の
あ
る
検
査
室
。
 
 

⑤
宇
生
の
居
所
と
教
育
の
た
め
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
。
 
 

⑥
内
科
の
教
育
を
行
う
と
き
は
、
学
生
の
こ
の
目
的
の
 
 
 

た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
る
臨
床
検
査
技
師
ま
た
は
そ
れ
 
 
 

に
適
し
た
人
の
指
＃
の
下
に
、
教
育
目
的
の
た
め
の
ル
 
 
 

ー
チ
ン
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

㈲
基
本
設
備
を
有
す
る
教
育
検
査
京
㌔
 
 

（
3
）
実
習
、
ク
ル
ズ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
の
必
須
時
間
数
 
 

医
師
前
期
試
験
、
医
師
試
験
第
一
部
、
医
師
試
版
第
 
 

二
部
を
受
験
す
る
た
め
に
は
、
表
1
、
表
2
、
表
3
に
 
 
 

示
す
項
目
に
つ
い
て
実
習
、
ク
ル
ズ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
に
 
 
 

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
図
3
に
示
す
よ
う
な
証
 
 
 

明
書
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
学
ぶ
こ
と
 
 

こ
れ
ら
の
詳
細
な
規
定
か
ら
、
読
む
人
に
よ
っ
て
い
 
 
 

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
学
べ
る
と
思
う
。
例
え
ば
第
六
学
年
 
 
 

の
要
地
教
育
で
は
、
学
生
の
た
め
の
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
、
 
 

国
吉
室
、
学
生
の
教
育
の
た
め
の
教
育
検
査
室
な
ど
の
 
 

規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
米
国
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
 
 
 

ド
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
 
 
 

き
る
。
わ
が
国
で
は
ど
の
程
度
ま
で
配
麒
さ
れ
て
い
る
 
 

だ
ろ
う
か
。
 
 

ま
た
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
エ
イ
ド
を
二
学
年
ま
で
に
学
 
 

び
、
三
学
年
に
な
る
と
、
基
礎
医
学
の
段
隅
で
は
あ
る
 
 

が
急
性
の
救
急
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
誌
而
の
関
係
で
 
 
 

詳
細
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
示
す
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
 
 
 

こ
の
時
期
に
生
命
に
危
険
な
急
性
の
症
状
と
、
救
命
の
 
 
 

た
め
の
緊
急
処
置
法
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
一
 
 
 

般
医
学
（
G
巧
的
な
）
教
育
を
早
期
に
行
う
と
い
う
姿
勢
 
 
 

が
伺
え
る
。
 
 

お
わ
り
に
 
 

以
上
に
よ
っ
て
、
卒
前
教
育
力
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
枠
 
 
 

が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、
こ
の
ほ
か
に
膨
大
 
 
 

な
試
験
対
象
リ
ス
ト
 
（
い
わ
ゆ
る
出
題
範
囲
）
 
が
各
国
 
 

1．病理学総論クルズス  

2．微生物学および免疫学の実習  

3．医学生のための生物統計学のための練習  

4．非手術系および手術系の領域における一般臨床検査のクルズス  

5．臨床化学および血沌学の実習  

6．放射線l坊誰を含む放射線学のクルズス  

7．一般および系統的薬理学と中毒学のクルズス  

8．急性の救急およびファーストエイドの実務的練習  

以上の合計時間数は少なくとも  

表2 医師試験・第1部の受験に必要な実習、クルズス、セミナー  

1．病理学各論クルズス  

2．薬理学各論クルズス  

3．一般医学の実習またはクルズス  

4．内科の実習  

5．小児科の実習  

6．皮膚一牲病科の実習  

7．泌尿器科の実習  

8．外科の実習  

9．産婦人科の実習  

10∴枚急医学の実習  

l】．整形外科の実習  

】2．眼科の実習  

Ⅰ3．耳．掛】酬実科の実習  

14．神経科の実習  

15．糀神科の実習  

16．心身医学と精神療法の実習  

17．腫瘍学領域の実習   

（環境衛生、病院衛生、感染予防、予防接秩および個人予防を含む）  

以上の合計時間数は少なくとも  516  

家
試
験
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
系
統
講
義
、
実
習
、
ク
ル
ズ
ス
、
セ
ミ
ナ
ー
 
 
 

の
使
い
分
け
に
筆
者
は
興
味
を
感
じ
た
が
、
皆
さ
ん
は
 
 
 

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
第
六
学
年
の
臨
床
教
育
で
は
、
内
科
と
 
 
 

外
科
以
外
は
選
択
科
臼
一
科
目
し
か
学
ば
な
い
。
国
家
 
 
 

試
版
で
ど
の
よ
う
な
扱
い
を
す
る
の
か
疑
問
に
思
わ
れ
 
 
 

る
方
も
多
い
と
思
う
が
、
そ
の
回
答
も
含
め
て
、
口
答
 
 
 

試
験
の
実
施
方
法
を
次
回
に
説
明
し
よ
う
。
ま
た
、
卒
 
 
 

後
初
期
研
傾
で
あ
る
A
i
P
、
日
本
と
違
う
学
位
制
度
な
 
 
 

ど
も
次
回
の
テ
ー
マ
と
し
て
残
し
て
お
く
。
 
 

表3 医師試験・第2部の受験に必要な実習、クルズス、セミナー   
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